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「社会福祉法人 長寿会」は開設から50年を超えました。地域住民の方々を初めとした基盤

に、とても多くの人々の優しさと温かさに包まれて今日も私達は働いています。

そんな中20年以上に渡り陽光の園を支えてきた5人の職員が集まり、座談会を開催いた

しました。介護福祉に携わる中での喜びや、長く働いているからこそ知っている “陽光の

園”の裏話？など、貴重な話を聞きました。

就職をどうしようと迷っていたら、たまたま
学校の求人募集に陽光の園があったんです。
面接で当時の園長に「あなたは身体が小さい
から有料のほうがいいんじゃないか」と言わ
れたんですけど、どうしても陽光の園で働き
たいと思って就職させてもらいました。

川口

ここの厨房にアルバイトに来ている友人が
いて「対人援助みたいな事をやりたかった
ら、老人ホームみたいな選択肢もあるんじゃ
ない?」って言われて、介護をやろうとかそん
な気持ちがあって就職したんじゃなくて、現
場で一から教えてもらった感じですね。

僕らの時にはもう介護士の専門学校があっ
たから、進路で迷っていた時にうちの親戚が

「これから高齢者の時代になるから介護を
やってみたら?」って。それで介護の学校に見
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介護の世界に入ったきっかけを教えて
ください。

学に行ったら、学校の校長先生がとっても素
晴らしい人で、私の目の前で泣きながら切々
と “看取り” について話をしてくれたんです
よ。「こういう大人になれたらいいな」と思っ
たのが専門に入ったきっかけ。陽光に入った
きっかけは、実習一年目の時に陽光の園に実
習に来させて頂いて。悩んで就職しました。

もちろん実習先で(府川さん
を指しながら)先輩が良かっ
たっていうのもあった。可愛
がって頂けたし、こういう所
だったら働くのもいいか
なって陽光の園に就職しま
した。まぁ楽しかったです
よ、実習。

私はおばあちゃんも一緒に暮らしていて。将
来の事で高校の先生に相談したら「おばあ
ちゃんがいるんだったら、介護の専門学校が
出来始めたから介護士とかいいんじゃな
い?」って言われて。やっぱり人の役に立ちた
いし、おじいちゃん、おばあちゃんに自分が
出来る事をしてあげたいなぁって思って介
護の専門に進学して。その専門の時に、諸星
さんと一緒にここに実習に来て。他にも2か
所実習に行ったんだけど、陽光は凄く温かく
て雰囲気も良かったので就職しました。

私は中学からずっと福祉系の仕事を希望し
ていて、ボランティアも行ったりしてて、お
年寄りに接する仕事がしたいって思って。中
学・高校は勉強が凄く嫌いだったんだけど、
短大に行ったら福祉の勉強が凄い面白くっ
て。就活中にたまたま陽光の園に電話したら

「明日試験だよ」って言われて、急いで帰って
きて試験を受けた感じ。今となってはここに
決まって良かったなと思ってる。

それぞれ様々なきっかけや介護に対する思
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いを抱き、偶然が運命的に重なりあって陽光
の園で働く事となったようです。法改正や時
代の移り変わりにより「介護」に対する認識
は年々変化しています。しかし介護を目指す
きっかけとなる思いは、昔も今も変わってい
ないように感じました。

施設が味方になってくれる所かな。最後は必
ずバックアップしてくれ
るから、職員同士もなんだ
かんだ仲がいいし、何か
あってもギクシャクせず
に仕事はしてるよね。他の
施設の職員さんも「陽光の
園はアットホームよね」っ

て言ってくれる。

勉強途中の時は自由にさせてもらえて。意見

も言わせてもらえるし、聞いてももらえる。

先輩たちも「こうしたほうがいいよ」ってア
ドバイスしてくれた環境だった。

私も外のケアマネさんがいいねって言って
くれるのを耳にします。私自身が思ういい所
は話を聞いてくれる事。話を聞いて、それを
受け止めてくれた上でアドバイスをしてく
れる。そういう体制がしっかりしてるよね。

30年間私をここで働かせてくれる所かな。
ダメ出しもいっぱいされるけど、その分カ
バーもしてくれる。「出来るの当たり前で
しょ」って突き放すんじゃなくて、丁寧に丁
寧に教えてる。それは今も昔も変わらないか
な。凄い暖かいと思う。

40歳の時、丁度仕事の折り返しじゃないで
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陽光の園のいい所を教えてください。諸星 清諸星 清諸星 清
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すか。20歳で働き始めて、定年まで20年。
これから20年どうしていこうかなって。目
的が見えなくなった時に“創立35周年記念夢
~長寿会の軌跡~” っていう本があって、それ
でここの歴史を読み返した。その中にこの施
設の良さが凝縮されてるなって思った。主に
はお年寄りが生活をする距離かな。家族関係
とご利用者の輪とか愛情の距離が維持出来
ている。ここの創設者の想いがしっかりとし
てるのが陽光の良さだし、それが受け継がれ
てると思う。陽光の園の理念もそうなってる
しね。

介護士、ケアマネージャー、相談員、栄養士、
看護師。職種により日々の業務内容はそれぞ
れ異なります。ご利用者、そしてそのご家族
が必要とする介護は何か、携わる職員全員が
一致団結するために、サービスを追求しその
提供に努められるよう心掛けています。職員
同士の信頼関係と、風通しのいい職場環境を
築き続ける事が、より充実した介護サービス
の提供に繋がって行くと思いました。

ここの施設で最初に産休をとったのが私か
な。「お家にいるんだったら陽光に来な
い?」って当時の園長が言ってくれて、そう
言ってくれてもやっぱり迷ったけど。でも職
員さんは知っているから働きやすいし、「手
助けできるわよ」って言ってくれた。子供っ
て急に熱出たりするから迷惑もいっぱいか
けたし、休むことも凄い多かったけどね。「あ
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なたが働きやすいように私たち待ってるわ
よ」って言ってくれる人達がいるって、本当
に心強い。陽光に助けてもらったことって私
たちいっぱいあるし、仕事だから大変な事も
勿論あるけど、とりあえず頑張ってみようか
なって気持ちにさせてくれる。だからこそ産
休が終わっても復帰してみようかなって
思ったの。

子育てが落ち着いた時に母と相談して仕事
を再開しようって。その時に何にも考えずに

「陽光に戻りたい」って思って、正社員だと夜
勤もあるけど、義母が「私が子供をみる」って
言ってくれて、ちょっと大変だったし、子供
も可哀想だなって思ったけど頑張っちゃお

うかなと。あとさっき府
川さんが言ったように、
子供が熱を出した、体調
が悪いって急に休むとか
早退しても、職員の皆さ
んが「いいよ、いいよ。
こっちは大丈夫だよ」って
言ってくれたから、ここ
まで来れたと思う。

嫌な顔されなかったよね。

されなかった。

女性として本当に有難い事だよね。

だから私も逆の立場になったらそうした
いって思って、家庭があって仕事が出来る
から。

今もその感じは変わってないもんね。職場全
体がそんな感じ。

私は妊娠が分かった時から辞めないって決
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めてて、介護士の育休が初めてで、その道筋
を作って欲しいって言われた。復帰の時は諸
星さんのフォローで早番とか遅番とかもな
かったのも有難かったかな。

ライフスタイルが変化しても、職員同士が支
え合い助け合う。当たり前の事ですが、実行
するには少し難しい事が今の陽光の園でも
受け継がれています。“陽光の園　職員心得”
に「人を愛し、万物に感謝し、丸い心である
よう努めます。」という一文があります。これ
が職員全体に根付き共有し続けた事で、より
働きやすい職場環境を構築してきた気がし
ました。

最終的には「よかっ
た」とか「ありがと
う」とか言われた
ら、良かったのかな
と思う。

「あなたでよかった」って言ってもらえると
苦労したかいがあったなって。

介護士の時はいろんなやりがいがあって楽
しかったし、今は相談室で
ご家族の想いに寄り添え
る事が出来た時かな。未だ
に悩む事があるけど、「こ
ういう考えもあるんだ
な」って自分も勉強になる
かな。

ご利用者の方の言葉。「次いつ来るの?」「明日
はいるの?」「よかったわ」「もう帰っちゃう
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の?」とか言ってもらった時とか、「いい天気
だね」とかちょっとした何気ない会話全てか
な、そういう時が、仕事をしていてとっても
楽しい。だから出来る限り笑顔でいようって
思います。

一般職の時は何気ない当たり前だって思っ
てる事。「足で芝生を歩いていい?」って聞か
れて「いいよ」って返したのを亡くなるまで
覚えてるとか、何気ないやり取りの中で返し
てくれたことが一番の喜びだった。今の喜び
は職員が楽しく仕事をしている姿かな。あと
実習生とか外国人労働者が難しい課題を乗
り越えた時の表情とか。立場が変わった分、
視点も変わったかなと。人間相手の仕事だか
ら人間の顔に現れる愛情とか「情」が大切な
仕事だと思います。

働く中で見つける喜びは人それぞれですが、
やはりご利用者やそのご家族に頂いた言葉
や笑顔が強く心に残り、大きな原動力になる
ことは共通しています。そしてその中からや
りがいや喜びを見出し精一杯取り組む事で、
“介護”という仕事に誇りを持ちながら日々働
いています。
忙しい中時間を作って頂き開催した座談会
は終始笑い声に包まれ、思い出話にも花が咲
いていました。陽光の園が歩んできた歴史の
分、職員の様々な思い出がたくさん詰まって
います。
陽光の園の法人理念は「高齢者に円満・幸福
な生活を送っていただくために、うるおいと
ぬくもりのサービスを総合的、継続的に提供
する」です。今後もこの理念を忘れずに、ご
利用者が個々に尊重されつつ、穏やかで楽し
い生活が送れるように職員一同邁進して参
ります。
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日々忙しく働いていると思いますが、そん
な中で【喜び】ってありますか？
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陽光の園の特徴として、出産・育児を経
て再び施設で働いてくれる職員が多い事
が挙げられます。子供を産んで一度退職
した、又は産休を経てまた陽光の園に
戻ってきてくれたのは、どのような経緯
や思いがあったんですか？

永年勤続者座談会
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永年勤続者紹介（非常勤職員）
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